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発行にあたって
　金沢大学国際機構留学生センターは改組により2018年度から金沢大学国際機構
として新しい体制で本学の国際化に貢献することとなった。
　旧留学生センターは1995年度に発足し，留学生の指導・教育・研究，日本人学
生の派遣指導を主な業務としてきた。そしてその教育および研究成果を公にする
ため，1997年度に『金沢大学留学生センター紀要』第一号を発行した（1998年 3月）。
以後，2017年度の第21号（2018年 3月発行）に至るまで，毎年継続して発行してき
た。
　『金沢大学留学生センター紀要』の投稿テーマは，これまで
⑴　留学生教育に関するもの
⑵　異文化理解教育に関するもの
⑶　言語，文化，またはそれらの教育に関するもの
⑷　その他，編集委員会が認めるもの
となっていたが，大学の国際化に貢献するという新たな使命に鑑み，「国際交流，
国際協力に関するもの」を新たに加え，国際機構の紀要としてよりふさわしい形
で出発することとした。この紀要により，国際機構としての教育・研究成果をよ
り一層発信していく所存である。
 金沢大学国際機構紀要編集委員会
